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今週になり、あちこちで桜も咲き始め、春の本格的な訪れを感じる今日この頃ですが、
皆様いかがお過ごしでしょうか？

朝晩は冷え込む日もありますので、風邪など引かれません様、ご留意下さい。

① 来月よりeYUMEがリニューアルします。
平成13年よりwebサイト上に公開された山口大学医学教育総合電子システム（eYUME）も

17年目となります。この度、その間の技術革新に対応したセキュリティーの向上、バックアッ

プサーバ及びＣＭＳ（content management system）の導入を行いました。また，平成31年度

に受審が決定している医学教育分野別評価及び医学教育モデル・コア・カリキュラム（平成

28年度改訂版）に対応させた機能を追加させるなど、大きな改修を行いました。今後は、

各教員が自ら担当する講義・実習について、授業概要（授業のねらい、キーワード、学習目

標、関連授業）や授業内容詳細をいつでも修正することが可能となります（従来通り、アクセ

スする場所は小串地区内で有線ＬＡＮを使用します）。また、 eYUMEにログインする際は、

山口大学から発行されているＩＤ、パスワードを使用することとし、セキュリティー面を強化して

います。

“医学教育モデル・コア・カリキュラム“では、 「学修成果基盤型教育（outcome-based 

education）を骨組みとし、学生が卒業時までに修得して身に付けておくべき実践的能力を明

確にして客観的に評価」することが求められています。これに対応し、授業毎に身に付けるべ

き”学修目標“を設定し、 eYUMEに掲載しました。学生は、講義の都度、設定された学修目標

をどの程度身に付けることができたかを自己評価します。また、ユニット毎に山口大学独自

の”到達目標“を設定しており、学生はユニット終了後に”到達目標“をどの程度身に付けるこ

とができたかを自己評価します。これらの自己評価により、学生毎の”学修目標“と”到達目

標“の達成度合を担当教員が把握することも可能となっています。臨床実習についても、“医

学教育モデル・コア・カリキュラム“に沿った設問に変更し、診療科ごとの評価をeYUMEを通じ

て把握し、その結果を診療科にフィードバックすることにより臨床実習の向上にも役立つよう

にしています。

このように、 eYUMEを活用することにより、教員が学生の学修成果を把握でき、また、学生

と教員が双方向で情報交換をすることが可能となります。そして最終的には、国民から求め

られる倫理観、医療安全、チーム医療、地域包括ケアシステム、健康長寿社会などのニーズ

に対応できる実践的臨床能力を有する医師を養成することに貢献できると考えています。
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② 第112回医師国家試験の合格発表がありました。
3月19日（月）に、第112回医師国家試験の合格発表がありました。今回から問題数が400

問、試験日が2日間と変わり、受験生はもちろん、教員の中でもその結果が注目されていま

した。

今回の合格基準は下記の通り提示されています（厚生労働省HPより改変）。

(1) 必修問題は、一般問題を１問１点、臨床実地問題を１問３点とし、総得点が１６０点以上

／２００点。但し、採点基準から除外された問題がある場合は総点数の８０％以上。

(2) 必修問題を除いた一般問題及び臨床実地問題については、各々１問１点とし、総得点が

２０８点以上／２９９点（70%以上）。

(3) 禁忌肢問題選択数は３問以下。

つまり、必修8割以上、一般7割以上、禁忌3問以内でした。

注目の、本学の合格率は総計91.0%、新卒95.7%でした（全国では総計90.1%、新卒

93.3%）。合格された方々は、今後医籍登録などの手続きを経て、正式に医師としてのキャリ

ア形成が始まります。尚、全国の受験者総数は1万10人（前年比392人増）、合格者数は

9024人（同491人増）で、受験者数は平成元年以来の1万人超、合格者数は初の9000人超

となっています。近年の医学部定員増の流れで、この傾向はもう少し続くかもしれません。

医療を取り巻く社会構造が目まぐるしく変化する中、合格された方々のこれからの活躍に

期待したいと思います。

③ 平成29年度の謝恩会が開催されました。
3月20日（火）にANAクラウンプラザホテル宇部において謝恩会が開催されました。岡学長、

谷澤医学部長、杉野病院長をはじめ、ご来賓の先生方からご挨拶を頂き、酒樽の鏡開きが

行われ、開宴となりました。多数のご父兄の皆様の参加もあり、盛会となりました。会の中程

では、卒業生からお世話になった先生方に感謝の意を込めて、花束の贈呈が行われました。

終盤では、先生方にご登壇頂き、卒業生全員が向き合う形で、「仰げば尊し」を合唱し、万歳

の後、終宴となりました。

卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。皆さんの今後の益々のご活躍を祈念致し

ています。


